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特
に
判
例
に
現
わ
れ
た
る
家
族
制
度
の
問
題
を
中
心
と
し
て

ti
l

iJt 

は:

き

し

「
薄
情
な
自
男
姑
」
と
か
「
義
姉
と
の
結
婚
を
強
い
ら
れ
て
居
る
が
」
と
か

叉
「
生
活
苦
の
た
め
身
売
り
を
し
た
い
が
」
「
親
に
気
が
ね
し
て
顧
み
ぬ
夫
」

を
嘆
き
、
我
が
身
の
行
く
ぺ
き
道
を
相
談
し
て
居
る
の
を
殆
ん
ど
毎
日
の
様

に
新
聞
紙
上
に
叉
は
雑
誌
の
上
に
み
る
。
そ
し
て
斯
様
な
記
事
の
掲
載
さ
れ

て
い
る
人
生
案
内
と
か
身
上
相
談
と
か
題
す
る
概
の
中
で
解
答
者
は
民
主
々

義
社
会
の
道
徳
を
と
き
、
何
よ
り
も
個
人
の
意
志
を
尊
重
し
男
女
平
等
を
基

本
と
し
個
人
の
幸
福
を
追
及
す
べ
き
事
を
と
い
て
い
る
。
こ
の
様
な
類
型
の

問
題
を
通
し
て
「
家
」
と
云
う
も
の
の
重
圧
を
感
*
す
る
と
同
時
に
封
建
遺
制

と
い
う
も
の
の
自
に
見
え
な
い
束
縛
と
矛
盾
か
ら
自
己
を
離
脱
せ
ん
と
も
が

き
、
自
分
の
非
力
に
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
入
閣
の
姿
と
封
建
思
想
の
残
存
型

態
の
種
々
相
を
ま
ざ
ま
ざ
と
限
前
に
み
せ
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
部
に
は
「
改
正
民
法
に
は
行
さ
過
ぎ
の
点
も
あ
り
」
と
し
て
我

が
国
古
来
の
家
一
族
制
度
の
伝
統
を
復
活
す
ペ
に
と
の
論
も
行
わ
れ
始
め
、
こ

れ
に
対
し
て
多
く
の
学
者
は
専
門
の
立
場
か
ら
婦
人
団
体
関
係
者
も
亦
、
反

中

山

公

彦

駁
の
体
制
を
と
り
同
時
に
啓
蒙
宣
伝
の
実
際
活
動
に
入
り
つ
つ
あ
る
現
状
で

あ
る
。
斯
様
な
社
会
的
論
議
の
的
と
な
っ
て
居
る
家
族
制
度
に
つ
い
て
の
研

究
は
種
々
の
角
度
よ
り
諸
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
て
居
る
の
で
あ
る
。

拙
稿
は
、
判
例
は
個
々
の
訴
訟
事
件
を
解
決
し
た
も
の
で
あ
り
、
且
そ
の

中
に
肉
在
す
る
統
治
者
側
の
意
識
即
ち
幕
府
当
局
者
が
如
何
な
る
解
釈
を
下

し
、
ど
の
様
な
態
度
で
出
入
を
処
理
し
た
か
と
い
う
事
、
及
び
そ
の
背
景
を

な
す
社
会
の
実
体
を
知
る
事
の
出
来
る
資
料
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
江
戸

時
代
中
期
以
後
の
判
例
を
通
し
て
み
た
家
族
制
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
考
察

を
試
み
る
J

も
の
で
あ
る
。

養

女

と

遊

女

奉

公

判
例
中
に
遊
女
奉
公
に
出
さ
れ
た
養
女
を
中
心
と
し
て
養
親
と
笑
父
と
の

間
に
於
け
る
争
と
い
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
路
処
に
こ
の
間
題
を

取
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

聞
伝
鑑
波
書
の
「
養
女
を
勤
に
出
し
候
趣
実
父
及
承
右
鉢
之
約
束
に
て
養
女

に
は
不
遺
候
関
取
一
戻
度
回
日
申
立
及
出
入
候
」
詩
)
と
か
、
叉
は
「
娘
た
つ
を

八
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〔
中
略
)
養
子
に
遺
置
侯
処
品
川
新
宿
旅
箆
屋
に
差
出
量
侯
間
取
一
皮
度
」

(
2
)

等
は
養
女
が
奉
公
に
出
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
親
と
し
て
の
情
愛
か
ら
は
子

が
苦
界
に
身
-
を
沈
め
る
の
を
見
る
は
到
底
忍
び
得
ざ
る
処
で
あ
る
か
ら
養
女

を
行
う
場
合
に
は
「
せ
い
じ
ん
の
の
ち
、
い
か
ゃ
う
の
事
が
有
て
も
っ
と
め

ほ
う
こ
う
な
ど
に
は
か
た
く
う
り
申
ま
じ
く
候
」

(
3
)

と
い
う
よ
う
な
取
極

も
実
方
と
養
方
と
の
聞
に
予
め
取
り
か
わ
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
際
に
起
っ
た
出
入
に
対
し
て
幕
府
当
局
は
「
軽
き
も
の
養
娘
遊
女

等
に
出
し
候
も
の
実
方
よ
り
訴
出
候
共
無
取
上
但
卑
賎
之
者
江
養
子
に
遺

侯
は
実
方
に
も
其
心
得
可
有
之
事
に
候
間
証
文
有
之
候
共
無
取
上
」

(
4
v

と

か
「
卑
賎
之
も
の
い
は
れ
も
無
之
も
の
之
子
を
養
ひ
可
申
様
無
之
暴
覚
遊
女

等
に
も
遺
シ
自
分
之
勝
手
に
成
候
可
為
覚
悟
儀
其
心
得
な
ら
て
ハ
卑
賎
之
も

の
江
養
子
に
遺
シ
可
申
様
無
之
侯
」
〔
5
)

と
い
う
尾
解
を
も
っ
て
臨
み
元
文

二
年
(
一
七
三
七
〉
七
月
の
申
渡
に
て
は
一
度
家
の
一
員
に
加
え
ら
れ
た
か

ら
に
は
如
何
様
の
勤
泰
公
に
差
出
そ
う
と
も
養
父
の
心
次
第
で
あ
る
と
述
べ

て
居
る
の
で
あ
る
。

反
面
「
養
女
を
動
に
出
γ
候
趣
(
中
略
)
養
尖
及
困
窮
通
例
之
奉
公
に
差

出
侯
儀
ハ
勝
手
次
第
に
て
(
中
略
)
遊
女
奉
公
等
為
致
候
段
ハ
養
尖
不
埼
-
一

付
」
(
日
)
と
達
し
叉
「
養
娘
格
別
及
難
儀
候
事
を
養
父
取
計
候
ハ
マ
可
遂
吟

味」
(

7

)

と
示
し
て
、
遊
女
奉
公
に
出
す
如
き
行
為
は
禁
じ
て
居
る
の
で
あ

る。
遊
女
奉
公
を
な
す
理
由
に
は
種
々
あ
ろ
う
が
、
出
そ
う
と
い
う
様
な
階
級

に
つ

レ
て
み
る
と
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
勤
奉
公
は

こ
の
状
態
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
幕

府
は
一
家
の
困
窮
を
救
う
た
め
、
身
上
取
続
の
た
め
に
な
さ
れ
た
か
か
る
行

i¥. 

為
に
対
し
て
は
何
等
積
極
的
な
救
済
策
を
絡
さ
ず
「
卑
賎
之
者
江
養
子
に
遺

候
二
主
々
に
も
其
心
得
可
有
」

(
S
)

と
述
ぺ
認
容
し
て
居
る
態
度
を
と
っ
て

居
る
の
で
あ
る
。
?
こ
こ
に
一
旦
家
と
い
う
血
縁
的
共
同
体
の
構
成
人
員
に
加

え
ら
れ
た
者
は
、
家
と
生
活
の
根
拠
た
る
財
産
を
維
持
す
る
家
長
の
意
志
の

前
に
は
隷
属
し
自
己
を
滅
却
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
社
会
的
通
念
を

み
る
と
共
に
家
父
E
Y
権
の
実
相
を
窺
い
み
る
の
で
あ
る
。

離

請

権

縁

求

「
姑
メ
と
違
ひ
臭
の
い
じ
り
や
う
」
「
姑
メ
の
権
に
ハ
氷
孫
に
と
け
」
(
9
)

と
い
う
川
柳
が
あ
る
が
こ
れ
は
婚
家
先
に
お
け
る
錠
の
立
場
の
一
面
を
そ
の

ま
ま
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

離
縁
の
動
機
は
夫
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
の
他
に
か
か
る
男
、
姑
の

態
度
、
意
志
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
そ
し
て
こ
れ
ら
は
「
不
応
心
底
」
と

か
一
此
度
お
ぎ
ん
一
円
我
等
以
勝
手
離
別
致
候
則
何
方
円
段
侃
而
如
件

渓

藤

村

作

右

衛

門

⑮

嘉

永

二

年

十

月

三

日

七

次

村

お
S
c
ん

と

の

ゐ

)

と
い
う
文
句
、
所
謂
三
下
り
半
の
形
で
結
末
を
つ
け
ら
れ
る
の
が
当
時
の
社

会
の
慣
習
で
φ

め
っ
た
。

し
か
し
斯
様
な
劣
弱
な
地
位
に
お
か
れ
た
妻
に
も
法
的
に
定
め
ら
れ
た
事

由
に
よ
っ
て
で
は
な
い
が
次
の
特
定
の
事
由
を
有
す
る
時
は
離
縁
の
請
求
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
「
衣
類
手
道
具
を
借
と
い
ふ
て
質
に
置
れ
で
は

取
返
し
な
し
何
事
も
母
人
に
問
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」
立
)
と
い
う
場
合
は

「
一
女
房
得
心
も
不
，
致
衣
類
等
質
物
に
於
遣
の
不
縁
之
事
妻
之
親
心
次
第
」

(
ロ
)
と
あ
る
様
に
、
娘
の
親
の
意
士
山
に
よ
っ
て
離
縁
を
誇
求
し
得
た
の
で
あ
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ス
vo其

の
第
二
は
夫
が
家
出
乃
至
欠
落
し
妻
を
遺
棄
し
た
時
で
、
か
か
る
際
に

は
文
化
十
酉
年
十
月
廿
四
日
(
一
八
一
一
一
一
4

の
出
入
の
事
例
、
即
ち
「
一
赤

坂
氷
川
門
前
清
助
申
上
侯
私
庖
米
蔵
と
申
四
捨
歳
罷
成
候
も
の
当
十
六
日
母

妻
捨
置
致
欠
落
侯
為
後
日
南
上
侯
由
ハ
中
略
)
申
来
侯
右
之
も
の
家
財
母

妻
江
引
遺
候
様
備
後
守
方
に
て
申
付
之
」
{
認
)
と
あ
る
如
く
、
夫
方
よ
り
三

年
間
(
期
限
多
少
変
動
あ
り
)
往
来
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
夫
に
連
添
う
意
志

な
き
も
の
と
な
し
自
動
的
に
縁
が
切
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
女
は
自
由
の
身

と
し
て
処
遇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
込
)

「
一
女
房
親
元
え
帰
居
候
倭
三
四
年
過
失
訴
出
に
お
い
て
ハ
願
後
レ
難
立

但
離
別
状
も
不
権
置
儀
も
不
坪
一
一
付
一
態
夫
え
方
之
呼
一
戻
シ
離
別
状
可
渡

之
」
(
お
)
と
は
其
の
第
三
の
場
合
で
、
前
者
と
同
様
夫
婦
問
の
情
愛
に
根
ざ

す
も
の
で
あ
る
か
ら
意
志
な
き
も
の
と
認
め
て
の
達
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
ぺ
て
き
た
も
の
は
夫
が
無
軌
道
の
事
を
し
た
か
ら
、
或
は
夫
が
家

出
欠
落
し
、
通
路
し
な
い
か
ら
と
言
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
認
容
さ
れ
た
い

わ
ば
受
身
の
消
極
的
な
そ
こ
に
は
常
に
親
権
者
が
介
在
し
な
け
れ
ば
、
表
立

っ
て
要
求
す
る
事
の
出
来
な
い
性
質
の
離
縁
誇
求
権
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

が
、
絶
え
ず
圧
迫
せ
ら
れ
て
居
り
自
由
意
志
の
表
現
を
認
め
ら
れ
な
い
ト」れ

ら
女
性
達
の
中
に
も
よ
り
積
極
的
な
人
間
意
志
を
働
か
ぜ
実
際
行
動
に
訴
え

出
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
夫
を
嫌
髪
を
切
侯
て
も
暇
取
度
由
申
、

或
夫
之
申
懸
於
致
は
比
正
尼
一
一
成
縁
絶
」
(
民
)
と
あ
る
は
右
の
閣
の
事
情
を

一
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
に
は
夫
を
徹
底
的
に
嫌
い
抜
き
女
性
の

γ
シ

ポ
ル
で
あ
り
分
身
に
も
等
し
い
長
き
黒
髪
を
切
っ
て
迄
も
と
、
思
い
つ
め
離

別
を
決
意
し
断
行
し
よ
う
と
し
或
は
為
し
た
も
の
が
あ
り
た
事
が
こ
の
法
令

よ
り
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
一
一
白
姓
町
人
之
女
房
身
持
不
均
等
に
て
致
出
奔
候
者
村
方
人
別
帳
相
除

侯
得
円
夫
婦
之
綜
切
候
事
ハ
御
座
侯
哉
叉
ハ
里
方
江
掛
ム
口
之
上
離
縁
致
侯
段

届
出
候
ハ
マ
一
承
居
候
儀
に
御
座
候
裁
」
(
打
)
と
い
う
こ
の
文
面
か
ら
は
女
房

の
如
何
な
る
点
を
き
し
て
「
身
持
不
坪
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
窺
い
知
る
を

得
な
い
が
享
和
二
成
年
(
一
八

O
二
〉
武
州
寺
尾
村
亀
八
相
手
浦
山
村
仁
兵

衛
女
一
房
行
衛
出
入
に
み
ら
れ
る
様
な
女
房
自
身
の
不
行
跡
か
ら
く
る
事
も
あ

る
が
往
々
訴
人
に
と
っ
て
都
合
の
惑
い
相
手
は
ヌ
埼
者
と
決
め
つ
け
る
事
も

考
え
ら
れ
る
。

(
M
)

か
か
る
事
態
に
対
し
て
下
ケ
札
は
「
書
一
由
女
房
一
出
奔
之
節
定
例
之
尋
御
申

付
行
衛
於
末
相
知
元
信
ヶ
月
遜
候
ハ
マ
離
縁
と
心
得
候
杯
夫
江
御
申
渡
」
と

答
え
て
居
る
。
中
に
は
失
を
嫌
う
余
り
上
述
の
よ
う
な
出
奔
と
い
う
強
行
手

段
に
訴
え
出
て
其
の
目
的
を
達
し
た
も
の
も
あ
っ
た
事
と
恩
わ
れ
る
。

交
化
三
年
(
一
八

O
六
)
武
州
川
崎
宿
の
兵
五
郎
の
女
房
ぬ
い
、
天
保
十

年
(
一
八
三
九
)
十
一
月
に
本
郷
元
町
伊
左
衛
門
白
菊
蔵
妻
ふ
ん
(
M
)
ら
が

相
州
鎌
倉
松
ケ
岡
東
慶
寺
に
駈
入
り
ヰ
寸
法
を
願
っ
て
い
る
。
其
の
理
由
と
す

る
処
は
何
れ
も
「
離
縁
之
儀
-
一
付
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
ケ

ー
ス
と
は
異
り
寺
法
に
よ
り
離
縁
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
寺
法
と
は

「
開
祖
よ
り
夫
を
嫌
候
女
駈
入
候
得
ハ
総
縁
い
た
し
侯
女
ハ
心
に
任
せ
侯
儀

不
叶
悪
道
之
も
の
に
も
一
生
相
随
ひ
生
涯
を
無
本
意
に
其
身
を
終
侯
儀
と
被

憐
相
立
候
寺
法
に
御
座
侯
」
(
初
)
と
い
う
趣
旨
で
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

寺
法
を
受
け
る
身
と
な
れ
ば
定
め
ら
れ
た
期
間
勤
め
る
事
に
よ
っ
て
「
親
元

江
相
返
」
き
る
る
定
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
弘
化
二
年

(
一
七
四
五
)

に
本
町
二
丁
目
元
助
居
半
兵
衛
萎
さ
ょ
が
上
州
徳
川
郷
満
徳
寺
へ
駈
入
り
上

}¥. 
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述
の
寺
法
を
願
っ
て
い
る
。
五
)
そ
の
言
分
と
す
る
処
は
夫
へ
の
不
満
で
あ

る
が
、
夫
半
兵
衛
は
萎
さ
ょ
が
無
断
で
観
一
元
に
帰
り
長
逗
留
し
、
し
か
も
其

の
上
実
家
の
好
策
に
よ
り
寺
に
駈
入
っ
た
の
は
一
点
当

ι

で
あ
る
か
ら
妻
を
取
戻

し
た
い
旨
申
述
ぺ
訴
訟
を
起
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
、

き
よ
の
親
常
次
郎
は
尋
常
一
様
の
手
段
で
は
、
解
決
し
難
い
も
の

と
看
倣

し
、
寺
法
を
受
く
ぺ
ぎ
事
を
勧
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
「
無
故
離
縁
致
問
敷

e

離
縁
ハ
寺
法
可
受
と
存
候
」
と
い
う
常
次
郎
の
考
え
は
当
時
の
社
会
通
静
で

あ
り
、
斯
様
な
寺
法
の
存
在
す
る
事
は
女
性
側
か
ら
の
離
緑
豊
町
求
を
願
う
こ

と
の
困
難
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
一
示
す
と
共
に
、
そ
れ
自
体
変
態

化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

の

縁

切

れ

離
縁
状
の
授
受
は
離
織
が
成
立
す
る
た
め
の
条
件
で
当
時

一
般
の
慣
習
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
寛
政
一
冗
酉
年
七
月
(
一
七
八
九
)
一
同
田
上
総
介
家
来

田
口
五
左
衛
門
か
ら
根
岸
胞
前
守
に
出
さ
れ
た
伺
警
を
み
る
に
「
領
分
町
人

之
娘
他
領
町
方
江
縁
組
之
処
其
夫
致
病
死
候
一
一
付
娘
之
突
か
〈
よ
り
娘
引
取
可

申
哉
に
申
遺
侯
得
共
実
方
直
に
養
女
に
貰
受
右
養
女
江
聾
を
取
候
処
子
供
も

有
之
侯
石
餐
養
父
不
熱
に
て
致
離
別
侯
(
中
略
)
差
出
候
型
方
よ
り
離
縁
書

も
無
御
座
候
ニ
付
追
て
鍔
之
方
よ
り
彼
女
子
供
も
有
之
事
故
路
方
江
遺
侯
様

実
か
〈
方
江
申
参
候
得
共
実
父
不
致
承
知
侯
離
縁
室
田
無
之
故
夫
々
縁
〈
切
一
本
申

者
に
御
座
侯
哉
」
と
あ
り
、
こ
れ
へ
の
御
約
札
は
「
御
書
面
方
江
ハ
離
縁
書

不
取
置
侯
共
養
父
致
離
縁
実
方
江
差
戻
侯
上
ハ
夫
婦
之
聞
も
離
縁
に
ハ

無
相

違
商
離
縁
之
聾
よ
り
右
女
之
実
方
江
彼
是
差
障
候
共
右
障
ハ
相
立
申
間
敷

侯
」
(
き
と
述
ぺ
て
居
る
。

夫

婦

l¥ 
四

つ
ま
り
離
縁
書
の
授
受
如
何
に
拘
ら
ず
養
父
が
離
縁
し
て
実
方
へ
戻
し
た

か
ら
に
は
夫
婦
之
聞
も
綴
が
切
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
の
解
答
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
離
縁
状
以
上
に
養
父
の
意
志
が
前
に
強
く
押
出
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
る
。
斯
様
な
観
念
は
嘉
永
二
酉
年
六
月
(
一
八
四
九
〉
に
、
阿
部
構
腹
守

家
来
、
加
藤
瀬
左
衛
門
の
覚
書
に
も
「
家
来
之
内
不
応
家
風
儀
有
之
永
之
服

申
付
家
内
ハ
里
方
江
差
一
戻
一
候
様
申
渡
侯
上
ハ
夫
婦
之
縁
切
れ
侯
儀
に
も
可
有

之
哉
」
へ
お
)
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
杓
子
定
規
的
に
の
み
解
決
し
得

な
い
人
閣
の
情
愛
問
題
で
あ
る
か
ら
し
て
幕
府
も
「
夫
婦
合
に
拘
り
候
儀
」

と
言
い
「
妻
ハ
其
夫
に
可
附
参
ハ
勿
論
之
儀
に
て
」
と
指
示
を
与
え
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
家
の
断
絶
に
よ
り
夫
婦
の
縁
切
れ
が
考
え
ら
れ
叉
、
家
法
を

守
ら
ざ
る
夫
と
妻
と
の
聞
に
も
家
名
存
続
の
手
段
の
た
め
に
宕
)
夫
婦
の
意

志
に
拘
り
な
く
縁
切
り
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
家
長
の
意
志
に
よ
り
縁
切
れ
が

な
さ
れ
た
処
に
こ
の
時
代
の
夫
婦
関
係
の
脆
弱
さ
を
吃
出
す
の
で
あ
る
。

四

線
及
び
養
子
の
財
産
権

縁
組
す
る
際
に
持
参
金
、
不
動
産
の
類
を
も
っ
て
行
く
慣
習
は
地
方
に
よ

っ
て
多
少
の
差
異
は
み
ら
れ
る
が
殆
ん
ど
全
国
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
居
る
も

の
で
あ
り
岳
)
現
在
に
て
も
其
の
遺
制
は
み
ら
れ
る
。
中
田
博
士
は
妻
の
所

有
財
産
-
を
分
類
し
て
妻
持
参
金
、
委
持
参
不
動
産
、
妻
名
義
道
具
、
妻
名
義

不
動
産
及
び
妻
名
義
金
子
(
告
の
五
種
と
し
て
居
ら
れ
る
が
、
一
旦
離
縁
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
路
等
の
も
の
は
家
族
制
の
枠
の
中
に
為
っ
て
ど
う
処
理

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
岡
本
玄
治
知
行
武
州
忍
田
村
儀
左
衛
門
は

「
私
次
男
儀
石
衛
門
を
大
岡
敬
馬
知
行
相
州
谷
口
村
安
右
衛
門
取
持
に
て
閣
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付
源
兵
衛
方
江
袋
養
子
に
遺
侯
処
娘
老
人
致
出
生
候
上
儀
右
衛
門
夫
婦
共
に

退
出
私
方
江
三
人
共
に
立
退
申
候
依
之
色
々
異
見
を
加
、
江
候
得
共
源
兵
衛
一
小

致
得
心
持
参
金
弐
拾
両
も
不
相
返
難
心
得
旨
」
(
幻
)
を
申
し
一
訴
え
出
て
居
る

が
脆
の
判
決
は
次
の
如
く
な
さ
れ
て
居
る
。

「
源
兵
衛
答
侯
ハ
(
中
略
〉
私
方
江
製
養
子
に
仕
侯
処
如
何
致
候
哉
夫
婦

娘
共
に
立
退
キ
刃
山
田
村
儀
左
衛
門
方
江
罷
候
間
私
み
よ
り
不
縁
仕
候
に
て
ハ

無
御
座
侯
右
出
入
再
応
吟
味
之
上
(
中
略
)
民
段
双
方
無
証
拠
に
て
難
立

候
(
中
略
〉
儀
右
衛
門
事
養
交
源
兵
衛
気
に
応
不
申
侯
ハ
マ
安
右
衛
門
相
果

候
間
倖
源
左
衛
門
方
え
相
返
し
持
参
金
弐
拾
両
は
三
十
日
切
ニ
是
叉
源
左
衛

門
方
え
相
返
し
源
左
衛
門
よ
り
儀
左
衛
門
方
え
可
相
渡
候
儀
石
衛
門
妻
子
は

源
兵
衛
方
え
可
引
取
回
目
申
渡
儀
左
衛
門
儀
は
源
左
衛
門
方
よ
り
儀
右
衛
門
右

持
参
金
共
-
一
可
誇
原
旨
」
と
。

証
拠
不
充
分
な
る
故
に
か
か
る
態
度
を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、

一
般
に
は
養
子
縁
女
の
持
参
金
に
つ
い
て
は
「
養
父
井
夫
よ
り
致
離
縁
候
分

ハ
三
十
日
限
済
し
方
申
付
侯
実
親
元
よ
り
取
返
し
候
鰍
養
子
縁
女
之
方
よ
り

相
原
り
侯
分
〈
相
対
次
第
に
申
付
」
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
お
)

西
鶴
の
「
衛
門
申
上
け
る
は
失
に
限
を
く
れ
と
申
寝
の
不
屈
な
る
女
に
執

心
遺
恨
を
さ
し
は
さ
み
て
阪
を
つ
か
は
し
申
き
ぬ
に
て
は
ま
っ
た
く
御
座
な

く
侯
得
共
感
金
百
両
持
参
申
し
た
る
を
当
座
入
用
に
つ
か
ひ
は
た
し
候
へ
ば

こ
れ
を
さ
い
か
く
の
後
坪
を
明
け
申
ぺ
く
と
ぞ
ん
じ
御
あ
っ
か
か
の
御
方
へ

も
無
返
事
に
ま
か
り
な
り
侯
(
中
略
)
地
頭
御
褒
美
ゐ
り
け
る
は
常
体
の
町

人
な
ら
ば
女
の
方
よ
り
い
と
ま
を
寂
か
ら
は
時
型
金
な
ど
は
そ
の
通
り
に
お
し

た
ぐ
り
申
ぺ
き
を
」

8
)と
い
う
は
か
か
る
際
に
於
け
る
持
参
金
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
伴
相
果
候
故
婆
を
差
戻
候
類
は
持
参
金
之
末
及
沙
汰
諸
道
具
は
可
差
戻

之
」
(
初
)
と
の
達
は
伴
が
死
亡
し
親
が
嫁
を
実
家
に
帰
す
(
四
国
間
去
)
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
述
ぺ
た
も
の
で
あ
る
が
、
逆
に
一
安
が
夫
に
先
立
っ
て
死
亡
し

た
際
は

εう
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
文
化
十
四
年
(
一
八
一
七
)
町
奉
行
所
の

付
札
に
よ
れ
ば
「
御
書
面
之
通
娘
参
り
侯
上
一
一
而
死
去
候
ハ
マ
子
供
有
無
-
一

か
か
わ
ら
ず
妻
持
参
之
口
問
差
戻
候
筋
二
無
之
尤
妻
存
命
之
内
遺
言
一
一
而
も
有

之
か
た
み
と
し
て
夫
々
遺
候
義
辿
も
妻
死
去
後
は
」
(
但
〕
夫
之
心
次
第
に
す

べ
き
で
あ
る
と
述
ぺ
て
臣
官
る
。
尚
、
女
房
が
親
元
に
行
っ
て
か
ら
相
果
て
た

と
い
う
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
「
離
別
之
証
拠
於
無
之
は
者
道
具
持
参
金

田
畑
共
一
一
不
及
返
之
夫
之
心
次
第
た
り
但
田
畑
妻
之
名
前
-
一
て
差
置
分
は
格

別
か
」
(
ぎ
と
い
う
達
が
で
て
い
る
。

「
一
御
料
私
領
共
娘
井
姉
妹
等
縁
付
候
回
畑
を
附
遣
し
夫
悪
事
有
之
仕
置

-
一
成
候
上
家
財
団
地
右
萎
之
持
参
候
田
畑
共
ニ
闘
所
-
一
成
妻
之
親
弁
兄
勢
諸

親
類
等
迷
惑
之
由
事
出
侯
而
も
夫
と
妻
無
別
儀
罷
在
候
得
者
妻
之
持
参
候
田

畑
者
夫
之
田
畑
ニ
一

m候
ム
R

子
-
一
而
致
持
参
候
得
者
当
座
一
一
造
捨
候
間
夫
仕
置

一
一
成
候
上
ハ
可
一一
民
様
無
之
候
是
ニ
准
し
候
得
者
田
畑
も
関
所
一
一
一
吋
成
筋
一
一
而

妻
之
方
江
二
民
間
時
現
儀
故
(
中
略
〉
但
萎
之
名
付
一
一
而
有
之
分
ハ
可
為
格

別
」
(
幻
)

こ
れ
は
失
が
悪
事
を
致
し
問
所
に
な
っ
た
場
合
に
於
け
る
萎
持
参
の
田
畑

の
処
理
に
つ
い
て
述
べ
た
覚
書
で
あ
る
が
其
の
没
収
理
由
は
夫
と
妻
と
は
別

な
く
同
体
で
あ
る
ぺ
き
も
の
故
、
妻
の

F

持
参
し
た
も
の
は
夫
の
所
有
物
で
あ

る
と
い
う
観
念
に
あ
る
。

斯
様
に
名
義
以
外
の
持
参
金
及
び
持
参
田
畑
は
婚
先
の
家
産
と
同
一
視
さ

れ
優
越
者
た
る
地
位
を
有
す
る
家
長
に
そ
れ
ら
の
使
用
収
益
及
び
管
理
権
が

i¥ 
玉
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あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

3

玉

勘
当
・
旧
離
・
義
経

「
壱
人
善
次
郎
是
ハ
神
田
佐
久
間
町
壱
丁
目
吉
右
門
百
十
兵
衛
件
、
此

者
一
本
居
故
六
年
以
前
日
年
十
兵
衛
訴
訟
に
て
牢
舎
申
付
候
え
共
(
中
略
)
十

兵
衛
手
前
え
引
取
置
商
致
さ
せ
候
へ
共
不
届
者
に
て
商
も
末
仕
還
て
同
年
極

月
廿
五
日
親
手
前
を
致
欠
落
翌
年
正
月
家
主
を
頼
立
帰
叉
侯
哉
二
月
十
七

日
エ
欠
落
申
に
付
同
廿
三
日
ニ
十
兵
衛
勘
当
帳
-
一
付
置
候
、
然
所
に
先
月
廿

八
日
之
夜
此
者
親
方
え
参
住
所
も
無
之
及
飢
侯
由
申
侯
え
共
勘
当
之
煮
に
候

間
ょ
せ
不
由
追
出
(
中
略
)
十
兵
衛
家
主
同
意
一
一
一
訴
訟
申
出
ル
付
牢
舎

右
之
者
亥
四
月
五
日
薩
州
え
流
罪
」
(
お
)
こ
れ
は
件
が
手
に
負
え
ぬ
為

に
訴
え
出
た
際
の
判
決
文
で
あ
る
が
斯
様
な
親
子
関
係
を
た
っ
懲
戒
処
分
の

型
式
を
勘
当
・
旧
(
久
)
離
・
義
絶
と
言
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
場
合
に
は

平
八
和
三
年
亥
九
月
十
九
日
三
六
八
三
〉
付
の
策
湊
町
壱
丁
目
権
兵
衛
の

伊
太
郎
兵
衛
が
勘
当
さ
れ
た
際
の
判
決
文
に
「
親

-一
一
夜
追
出
宿
も
無
之
侯
間

親
之
所
え
立
帰
度
回
目
当
一
月
二
日
二
一
訴
訟
申
出
ル
付
差
紙
遣
、
同
三
日
親
権
兵

衛
召
出

γ
様
子
相
尋
候
え
は
此
者
不
屈
者
故
致
勘
当
追
出
シ
当
六
月
一
廿
九
日

一
阿
番
所
帳
ニ
付
置
構
径
一之
由
申
侯
(
中
略
〉
勘
当
仕
候
上
ハ
向
後
一
切
構
無

之
由
親
申
ニ
付
」
(
お
)
と
あ
る
如
く
、
親
は
断
固
た
る
態
度
で
臨
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

故
に
一
旦
勘
当
さ
れ
た
者
の
成
行
は
「
壱
人
勘
右
衛
門
是
二
用
茅
場
町

加
兵
衛
倖
四
年
以
前
寅
九
月
四
日
親
加
兵
衛
方
を
不
斗
罷
出
不
罷
帰
侯
日

来
不
居
者
之
国
ニ
て
同
月
六
日
向
方
月
番
之
節
致
久
離
旨
訴
訟
申
出
様
一
一

八
六

記
甲
侯
然
処
去
年
十
二
月
廿
日
加
兵
衛
庖
次
郎
兵
衛
方
え
参
木
綿
布
子
金

子
く
れ
侯
様
-
一
頼
申
-
一
付
〈
中
略
)
昨
昼
時
分
次
郎
兵
衛
方
え
参
金
子
壱

両
借
シ
く
れ
候
様
ニ
と
申
」
へ
お
〉
と
か
或
は
「
右
之
者
(
註
当
時
無
宿
岩
防

事
惣
助
)
儀
身
持
不
宣
家
元
よ
り
義
絶
受
候
身
分
に
て
通
路
難
成
妹
せ
ん
方

江
罷
越
金
子
無
心
申
掛
不
立
去
」
(
釘
〉
と
あ
る
如
く
一
通
り
の
苦
し
み
で
は

な
か
っ
た
よ
う
び
あ
る
。
そ
の
結
果
は
合
力
無
心
と
い
う
形
に
あ
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
。

幕
府
が
寛
政
十
一
未
年
(
一
七
九
九
〉
に
出
し
た
「
一
久
離
を
誇
其
後
親

之
方
、
江
参
り
合
力
枯
一
寸
ね
た
り
候
者
外
に
子
細
無
之
候
得
ハ
唯
今
迄
急
度
叱
り

霞
候
処
以
来
は
江
一
円
払
申
付
候
積
り
」
(
お
)
と
い
う
達
は
か
ム
る
行
為
を
禁

じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
勘
当
・
旧
離
・
義
絶
さ
れ
た
者
逮
は
家
族

及
び
縁
結
明
者
と
の
通
路
は
勿
論
合
力
も
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
令
せ
ら
れ
、
し
か

も
後
に
更
生
を
期
し
て
必
要
な
詩
人
を
た
て
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
さ
え
、
な

か
/
¥
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
翁
)
か
ら
、
全
く
二
進
も
三
進
も
い
か

ず
真
綿
で
首
を
し
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
如

何
に
懲
の
為
と
は
き
口
え
、
最
愛
の
肉
親
を
斯
様
な
不
見
目
な
状
態
に
お
ち
入

ら
せ
る
の
は
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
無
論
親
と
し
て
も
、
周
囲
の
者

と
し
て
も
、
そ
れ
相
応
の
手
段
は
尽
し
た
末
で
の
事
で
は
あ
ろ
う
が
、
何
故

か
く
迄
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
浦
博
士
は
懲
戒
、
縁
坐
の
予
防
、
そ
れ
に
家
産
蕩
尽
の
予
防
等
の
理
由

を
挙
げ
述
ぺ
ら
れ
て
居
る
。

(ω)
そ
の
底
を
一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
は
子
へ

の
愛
情
以
上
に
家
を
愛
し
尊
重
す
る
態
度
即
ち
家
名
と
財
産
の
永
続
と
縁
者

へ
の
禍
な
き
事
を
の
み
只
管
願
う
親
の
利
己
的
な
態
度
で
あ
り
、
叉
こ
れ
は

家
長
の
絶
対
権
を
是
認
す
る
家
父
長
的
家
族
の
形
態
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

Hosei University Repository



持
異
な
防
禦
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

事吉

E吾

以
上
判
例
の
上
に
現
わ
れ
た
家
族
制
に
関
連
あ
る
問
題
を
中
心
に
し
て
述

ぺ
て
き
た
。
前
述
の
勧
当
・
旧
離
を
す
る
際
の
親
の
態
度
の
中
に
子
を
己
の

部
分
、
延
長
と
み
る
観
念
を
離
れ
て
は
成
り
立
ち
え
な
い
よ
う
な
行
動
を
み

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
養
女
に
入
る
事
に
よ
っ
て
生
ず
る
養
親
と
の

間
の
親
子
関
係
の
中
に
も
み
ら
れ
る
。
養
女
の
遊
女
奉
公
が
肯
定
さ
れ
る
原

因
も
こ
う
し
た
観
念
が
親
の
恩
の
無
限
大
を
と
き
、
子
の
報
恩
の
義
務
を
と

く
当
時
の
道
徳
に
さ
与
え
ら
れ
て
、
親
の
も
つ
自
然
発
生
的
な
権
威
の
中
に

て
無
理
な
く
考
え
ら
れ
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

夫
婦
の
相
互
関
係
に
て
も
、
妻
は
、
単
に
夫
の
命
令
に
服
す
る
だ
け
で
な

く
、
更
に
そ
の
態
度
や
感
情
に
お
い
て
も
夫
の
下
位
に
立
ち
、
叉
夫
の
命
令

に
服
す
る
用
意
を
常
に
強
要
さ
れ
た
当
時
の
社
会
に
於
て
は
、
婚
姻
を
維
持

す
る
重
要
な
動
機
の
一
つ
で
あ
る
夫
婦
愛
よ
り
は
、
世
代
継
承
と
い
う
一
面

の
機
能
性
の
み
が
尊
重
さ
れ
、
い
わ
ば
家
の
存
続
と
い
う
観
念
の
前
に
手
段

視
さ
れ
て
居
る
傾
向
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
妻
が
夫
の
妻
と
み
な
さ
れ
ず
、

家
の
嫁
、
即
ち
子
孫
を
得
る
た
め
の
、
働
き
手
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
状
態
が

生
じ
、
離
縁
と
い
う
も
の
が
、
自
男
姑
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
、
婚
姻
当
事

考
の
鷺
士
山
を
全
く
無
視
し
た
夫
婦
の
縁
切
れ
と
い
う
特
有
な
現
象
も
、
み
な

上
述
の
事
例
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
家
と
い
う
観
念
は
絶
え
ず
前
に
押
出
さ
れ
て
孝
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

以
上
庶
民
階
級
の
出
入
を
中
心
と
し
て
述
ぺ
て
き
た
が
、
武
士
階
級
に
て

も
同
様
な
姿
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
中
世
に
於
て
一
門
、
一
類
等
と
呼
ば

れ
た
本
家
分
家
を
含
む
血
族
団
体
ば
室
町
時
代
以
後
漸
く
介
解
し
て
各
家
が

単
位
と
な
っ
た
が、

官
坤
薄
体
制
の
確
立
と
共
に
家
族
制
度
は
よ
れ
り
強
固
に
な

っ
て
い
〈
過
程
を
た
ど
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
が
内
蔵
す
る
矛
盾
は
、

上
述
の
よ
う
な
出
入
と
な
っ
て
露
呈
さ
れ
た
。
即
ち
家
族
制
度
が
個
人
の
家

族
の
埋
没
・
隷
属
化
迄
は
遂
に
な
し
得
ぎ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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